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論文内容要旨

高強度多結晶酸

セラミヅクシ

ンやブリッジ,

 ら大きな期待がもたれている。

本研究ではこの

曲げ強度試験

均55蟹Paの値

 ティン色,エナメル色陶材問では有意差は認められなかった。

Cerco鍛system

示した。熱膨張試

前装絹陶材は,

の熱膨張係数よりも冷却時の熱収縮係数のほうが大きくなった

適合試験では,

ペーサー0.i囎

サーなしで平均

大きく減少した

ウンを製作し

あった。コア上

 3条件とも,コアのみと陶材焼成後

 置
0
6



本研究ではCercon
強度においては,

ており,破叛の問

うる範圏内を示し

 持てる有期性のあるシステムであると考えられる。

審査結果要旨

i

i…近年オーノ
高強度・高靭性とい

これまで禁忌であ

iギーを有する患…

ッジ領域のみなら

て,審美補綴学の

して新しい材1クスを使用し,

適合精度について検討を行った結果,以下のことを明らか

i.曲げ強度は,酸

78MPa,エナメル

のセラミック材料の約9からi6倍の値であり,極めて高

12漆システムれまで当教室で検
 であった。

3.コア材と前装用

 一1能性が少ない理想的な関係を示した。}

14.本システム

 1のの,臨床的に実綿に耐えうる範囲内を示した。
酸化ジルコニウ

ついての本研究の

舞強度識鰯
iiの磯性紗な
il果の今後の

 するに相応しい業績と判定した。
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